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分類に対応する語義番号の 2 番以降が全て 0(XXXX-0-0-0-0)かつ語義がただ一つのものだ
けを選び、それを単義語とした。一方、多義語については辞書内に含まれる単語のうち
「今回単義語と定義した単語以外の単語」として定義した。 































































(BCCWJ Version 1.1)から Disc2 の文章データと Semeval2010 日本語 WSD タスクで課題
として公開されたデータを利用する。Semeval2010 では 50 個の対象単語とその単語を使
用した用例文の文章データ 50 個が用意されており、今回はその中から名詞の単語 22 個に
絞って実験を行った。 
また、分散表現のデータとして、国語研究所が word2vec を用いて作成した nwcj2vec を












 多義語-単義語のベクトルの類似度を同単義語内で比較した例を表 1 に示す。「多義語」は
単義語との共起頻度が高い多義語から降順に記されており、「cos 類似度の高い多義語」で
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単義語-多義語のベクトルを k-means でクラスタリングした結果(k=10)を表 2 に示す。「ク
ラスタ id」は k-means アルゴリズムで割り振られたクラスタ番号を表し、「単義語一覧」で





















クラスタid 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9
本来 存在 単語 質問 今一 両方 重要 特別 全て 変化
厳密 解釈 記号 確認 何処 レベル 重大 普通 自由 転換
区別 漢字 説明 何方 機能 価値 通常 完全 作用
象徴 用語 発見 部分 歴史 同様























































 佐々木稔・古宮嘉那子・新納浩幸(2016). 「分散表現に基づく日本語語義曖昧性解消に 
おける辞書定義文の有効性」言語処理学会第 22 回年次大会発表論文集, P11-1,pp.449-452. 
Li Juanzi, and Huang Changning(1999). “A Model for Word Sense Disambiguation” 
Cmputational Linguistics and Chinese Language Processing Vol.4, No.2, pp.1-20. 
浅原正幸・岡照晃(2017). 「nwjc2vec『国語研日本語ウェブコーパス』に基づく単語の分散 
表現データ」言語処理学会第 23 回年次大会講演論文集, E1-5, pp.82-85. 
 
??????ワ?クショップ2017?????
222 2017?9?5?-6?
